Distribution of Regulatory T-Cells and Other Phenotypes of  T-Cells in Tumors and Regional Lymph Nodes of  Colorectal Cancer Patients by 風間 慶祐
学位論文の要約 
 
Distribution of Regulatory T-Cells and Other Phenotypes of  
T-Cells in Tumors and Regional Lymph Nodes of  
Colorectal Cancer Patients 
 












Department of Surgery 
Yokohama City University Graduate School of Medicine 
横浜市立大学 大学院医学研究科 医科学専攻 外科治療学 
 
(Doctoral Supervisor: Munetaka Masuda, Professor) 
 (指導教員： 益田 宗孝 教授) 
学位論文の要約 
Distribution of Regulatory T-Cells and Other Phenotypes of T-Cells in 
Tumors and Regional Lymph Nodes of Colorectal Cancer Patients 











ける T細胞のサブセットを, フローサイトメトリー法を用いて解析した. 
 
【対象と方法】2016 年から 2018 年に, 神奈川県立がんセンターにおいて, 初回治療とし
てリンパ節郭清を伴う原発巣切除術を施行した大腸癌症例 50 例とした. 検体摘出後速やか
に腫瘍組織, 近接正常粘膜組織, 各所属リンパ節（1群・2 群・3 群）, 非所属リンパ節
（腫瘍から 10cm 以上離れた傍腸管リンパ節）を採取し, フローサイトメトリーを用いて




ーフェロンγ産生 CD4陽性 T細胞が低率であった. また, 各所属リンパ節において, 1群
リンパ節における制御性Ｔ細胞の比率は 2群, 3群, 非所属リンパ節中よりも高値である
一方で, インターフェロンγ産生 CD4または CD8陽性 T細胞は, 1群リンパ節において, 
中枢リンパ節や非所属リンパ節と比し, 有意に低比率であった. さらに, Cytotoxic T-
Lymphocyte Antigen 4, CD278, CD134 分子を発現する T細胞比率に関して,正常組織に比





図：腫瘍と正常粘膜における T細胞の比率 (*：P<0.05) 
 
 
図：各リンパ節における T細胞の比率 (*：P<0.05) 
 
【考察】大腸癌において, 腫瘍局所と同様に所属リンパ節において抗腫瘍免疫抑制機構の
存在が示され, 免疫抑制強度に順列が存在する可能性が示唆された. 同環境において, 制御
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